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ねねねねねねねねねねねねんんんんんんんんんんんんりりりりりりりりりりりりんんんんんんんんんんんんピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッックククククククククククク鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿児児児児児児児児児児児児島島島島島島島島島島島島 222222222222000000000000000000000000888888888888 盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛会会会会会会会会会会会会ににににににににににににてててててててててててて終終終終終終終終終終終終了了了了了了了了了了了了！！！！！！！！！！！！ 2008  盛会にて終了！
大会」および「俳句交流大会」は、関係団体や市民ボランティア等のご支援、ご

　１０月２６日（日）、２７日（月）出水市総合体育館で開催された「剣道交流大会」には、全国から都道
府県および政令指定都市の代表６３チーム、約４００人のベテラン剣豪が集い、日ごろの鍛錬の成果
を競い合いました。 
　予選リーグでは、鹿児島県Ａチームは惜しくも決勝トーナメント進出を逃しましたが、出水
市在住の中村信行選手を擁する鹿児島県Ｂチームが決勝トーナメントに進出し、並み居る強豪
チームを次々と破り、見事優勝の栄冠を勝ち取りました。 
　応援をいただいた皆様、ありがとうございました。

参加選手の到着
入場行進（プラカードの保持者は
 出水商業高校の生徒が務めました）

出水中央高校ブラスバンド部に
よる演奏

選 手 宣 誓 日本剣道形演武 居 合 道 演 武

予選リーグ結果（鹿児島県チーム関係分）

※表の見方：○は勝ち、△は負け。○△内の下の数は勝者数、上の数は総本数。
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　第２１回全国健康福祉祭かごしま大会（ねんりんピック鹿児島２００８）「剣道交流
協力により、盛会裏に終了いたしました。
　開催にあたり、ご協力くださいました関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。

熱 戦 の 様 子 決勝トーナメント結果

試合の様子

鹿児島県Ｂ
チームの試合

優勝した鹿児
島県Ｂチーム

鹿児島県鍼灸マッサージ師会出水支部の
協力によるマッサージコーナー
（出水市総合体育館２階）

　出水市文化協会の協力による
「生きがい作品展」

（出水市総合体育館２階）

※表の見方：○は勝ち、△は負け。○△内の下の数
は勝者数、上の数は総本数。

ママママママママッッッッッッッッササササササササーーーーーーーージジジジジジジジココココココココーーーーーーーーナナナナナナナナーーーーーーーーマッサージコーナー 生生生生生生生生ききききききききががががががががいいいいいいいい作作作作作作作作品品品品品品品品展展展展展展展展生きがい作品展

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�



4広報いずみ ２００８（平成２０年）１２/１号

　１０月２６日（日）、出水市音楽ホールで開催された「俳句交流大会」には、一般参加者約３３０人のほか、
俳句教室開催校の出水・西出水・東出水小学校の児童約２４０人が参加しました。
　ツル観察センター周辺および麓武家屋敷群を散策し、俳句を詠む吟行では、ねんりんピックの柱
の一つである「世代間交流」も行われ、ツルの飛来数はわずかでしたが、皆さん楽しそうに俳句を作
っていました。
　午後からの式典では、「 坊  城  俊  樹 」先生の記念講演のあと「募集句」および「当日句」の表彰式が行わ

ぼう じょう とし き

れました。
　大会に先がけて４月から５月に募集した募集句には、海外を含め、全国から９，１２５句の応募があり、
中央３協会の（社）日本伝統俳句協会・現代俳句協会・（社）俳人協会から推薦された選者各３人と、
鹿児島県俳人協会の選者１人の合計１０人の方に、６月から７月にかけて選句していただきました。
　また、市内小学生からも１，５０４句の応募があり、「出水市実行委員会特別賞」を、鹿児島県俳人協会
会長の「 大  岳  水  一  路 」氏に選句していただきました。

おお たけ すい いち ろ

　当日句には１，１４６句の投句があり、中央３協会の選者各３人と、鹿児島県俳人協会の選者８人の合
計１７人によって選句が行われ、俳句教室を開催した３小学校の６年生５人が入賞するなど、俳句教
室で学んだ成果を十分に発揮しました。
　なお、募集句および当日句の入賞作品（出水市関係分）は次のとおりです。入賞、入選された皆様、
誠におめでとうございました。

■募集句入賞作品
　高齢者の部・准賞
　　「鶴守は鶴引く仔細記しをり」　　　　　　肱岡　惠子さん
　一般の部・正賞
　　「風鈴が風といっしょに踊りだす」　　　　田中　桃子さん
　　「たんぽぽの旅立ちいつも風の中」　　　　藤川　大地さん
　出水市実行委員会特別賞（小学生）
　　「父の日に今日もお仕事ありがとう」　　　吉田　情哉さん
　　「日がくれてスズムシたちが風運ぶ」　　　竹林　征騎さん
　　「ひまわりはなかよしなんだ太陽と」　　　由佐　純也さん
　　「こもれびが少しまぶしくなってきた」　　川 　和音さん
　　「鶴の声冬が来たとのおしらせだ」　　　　釜 　友将さん
　　「つるが飛ぶ雲ひとつない大空を」　　　　本　　純太さん
　　「梅雨きたる日本を雲で支配する」　　　　小 　聖那さん
　　「あめのあとこころをつなぐにじがある」　林原　実郁さん
　　「寒い朝ふとんがぼくをはなさない」　　　松本　悠稀さん
　　「ふっかつ祭イエスキリストすごいんだ」　溝口　優花さん
■当日句入賞作品
　選者特選賞
　　「出水市へ向かってくるよつるの群れ」　　松本　菜緒さん
　正　　　賞
　　「シベリアの真っ白なかげいま飛来」　　　岩永　七海さん
　　「親子ヅルシベリアからの送り物」　　　　神之田彩月さん
　准　　　賞
　　「荒崎に鶴と思えばサギがいた」　　　　　郷式　亮汰さん
　　「武家屋敷秋の絵の具で染めている」　　　湯川　雪乃さん

　なお、入選作品については多数のため、紙面の都合上、割愛させていただきました。入賞作品に
ついては、ホームページをご覧になるか、実行委員会事務局へお問い合わせください。

高齢者の部・准賞に入賞さ
れた肱岡惠子さん（左）　 

一般の部・正賞に入賞された　
田中桃子さん（右から２番目）、
藤川大地さん（右端）　　　　　

出水市実行委員会特別賞に
入賞された小学生の皆さん
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5 広報いずみ ２００８（平成２０年）１２/１号

　俳句交流大会には、県内外から５７３人の参加がありました。参加者は、それぞれ吟行会場（ツル観
察センター周辺、麓武家屋敷群）を散策し、俳句を作りました。小学生の参加もあり、大会は大変盛
り上がりました。

吟行風景（麓武家屋敷群）吟行風景（ツル観察センター）出水駅シャトルバス乗り場

参加した小学生の皆さん音楽ホール内の様子坊城俊樹先生の記念講演

　ねんりんピックにあわせて実施した「健康教室」では、保健師による健康相談や血圧測定など
の健康チェック、歯科衛生士による歯の健康チェックなどを行いました。

健健健健健健健健 康康康康康康康康 教教教教教教教教 室室室室室室室室健 康 教 室

　総合体育館駐車場の第１もてなし会場（２６日、２７日）、文化会館駐車場の第２もてなし会場
（２６日）では、さつま汁を無料で配布し、大会参加者をもてなしました。

おおおおおおおおおもももももももももてててててててててなななななななななしししししししししコココココココココーーーーーーーーーナナナナナナナナナーーーーーーーーーももももももももも大大大大大大大大大盛盛盛盛盛盛盛盛盛況況況況況況況況況でででででででででしししししししししたたたたたたたたた

○問い合わせ先　　ねんりんピック鹿児島２００８出水市実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　電話　６３－４０８５　　ＦＡＸ　６３－０６８０

第１もてなし会場の様子 第２もてなし会場の様子
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ま
た
、
昨
年
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
子
ど

も
を
取
り
巻
く
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
代
表
者

の
事
例
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
発
表
は
、

渡
瀬
口
自
治
会
、
出
水
小
学
校
、
下
水
流
小

学
校
親
子
読
書
会
「
ひ
だ
ま
り
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
さ
わ
や
か
出
水
女
性
の
集
い
の
４
団
体
と

ゴ
ー
ラ
ム
ひ
と
み
さ
ん（
家
庭
代
表
）の
５
人

の
方
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
発
表
も
、

正
面
か
ら
子
ど
も
と
ど
う
具
体
的
に
向
き
合

い
、
定
期
的
に
ど
う
読
書
へ
の
き
っ
か
け
を

習
慣
化
し
て
い
る
か
を
十
分
理
解
さ
せ
て
く

れ
る
も
の
で
し
た
。

※
発
表
内
容
の
概
要
は
全
発
表
者
か
ら
プ

リ
ン
ト
し
て
配
付
さ
れ
ま
し
た
。
必
要
な

方
は
市
中
央
図
書
館（
�
○６３
 

２
１
０
５
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
、
優
秀
な
実
践
活
動
を
展
開
し

た
団
体
の
表
彰
に
移
り
、
自
治
会
の
部
で

「
鹿
島
」・「
渡
瀬
口
」・「
上
沖
田
」、
学
校
の

部
で「
出
水
小
」・「
高
尾
野
小
」・「
大
川
内
中
」、

親
子
読
書
会
の
部
で「
下
水
流
小
」・「
西
出
水

小
」・「
東
出
水
小
」、
各
種
団
体
の
部
で「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人　

さ
わ
や
か
出
水
女
性
の
集
い
」

が
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
年
度
に
新

た
に
設
置
さ
れ
た「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
会
議
」の
田
島　

勉
会
長
か

ら
、
同
会
を
構
成
し
て
い
る
自
治
会
連
合
会

な
ど
各
市
民
団
体
の「
一
団
体
一
活
動
」運
動

の
内
容
や
、
同
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
平
成　

年
度
読
書
活
動
日
本
一
の

２０

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」を
開
催

　

総
勢
約
１
千
人
が
集
結　
つ
ぼ
み

　
　

読
書
の
ま
ち
づ
く
り　

蕾
開
く

　
「
広
め
よ
う　

い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

楽
し
い
読
書
の
輪
」を
大
会
テ
ー
マ
と
し
た

『
平
成　

年
度
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ

２０

く
り
推
進
大
会
』が
、
垣
内
市
議
会
議
長
や

各
種
団
体
の
代
表
者
を
来
賓
に
招
い
て
昨
年

に
続
き
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
快
晴
に
恵
ま
れ
た　

月　

日（
土
）、

１０

１８

午
後
１
時　

分
に
出
水
市
立
少
年
少
女
合
唱

１０

団
の
コ
ー
ラ
ス
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
壇
上
に

立
っ
た
渋
谷
市
長
は
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て

進
め
て
い
る
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り
の
成
果
と
し
て
、
自
治
会
や
学
校
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
読
書
活
動
の
取
り
組
み
や
市

立
図
書
館
の
利
用
状
況
の
向
上
な
ど
を
紹
介

す
る
と
共
に
読
書
の
大
切
さ
を
力
説
、
今
後

の
読
書
活
動
へ
の
協
力
・
支
援
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

読書活動実践事例発表の様子（下水流小学校親子読書会）

「読書活動日本一のまちづくり推進会議」田島会長の活動報告 優秀実践活動団体表彰

出水市立少年少女合唱団による　　
　　　オープニング・アトラクション

来賓を招いての開会行事
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お
う
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
、

一
方
で
は
、
読
書
活
動
の
広
が
り
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、「
読
書
活
動
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」も
主
催
者
と
し
て

大
会
に
臨
み
、
市
民
に
よ
る
運
動
の
広
が
り

が
名
実
と
も
に
進
展
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
大
会
参
加
者
も
昨
年
度
の
約　

人
か
ら

３００

３
倍
以
上
と
な
り
、
市
を
挙
げ
て
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

ロ
ビ
ー
で
は
、
日
ご
ろ
の
さ
ま
ざ
ま
な
読
書

活
動
の
実
践
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
た
学
校

や
幼
稚
園
の
パ
ネ
ル　

枚
、
児
童
生
徒
創
作

２９

の
読
書
短
作
文　

作
品
・
読
書
標
語　

作
品
、

２７

２７

市
内
の
中
・
高
校
生
か
ら
募
集
し
た
ヤ
ン
グ

ア
ダ
ル
ト
向
け
お
薦
め
本
の
紹
介
カ
ー
ド
約

　

点
や
、
郷
土
児
童
図
書
資
料
が
展
示
さ
れ

５００多
く
の
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
の
講
師
は
児
童
文
学
作
家
の

末
吉
暁
子
先
生
で
し
た
。
末
吉
先
生
は「
物

語
と
い
う
魔
法
」の
題
で
講
演
。
小
学
・
中
学

・
高
校
で
の
自
ら
の
読
書
体
験
の
こ
と
を
交

え
な
が
ら
我
が
国
の
創
作
児
童
文
学
の
隆
盛

期
に
編
集
者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
出

会
え
た
こ
と
、
創
作
活
動
に
入
っ
た
こ
ろ
の

話
を
紹
介
、「
本
の
楽
し
さ
で
読
書
の
習
慣

を
つ
け
て
」と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
部
は
、
読
み
聞
か
せ
の
実
演
・
群

読（
ぐ
ん
ど
く
）・
講
演
か
ら
構
成
・
演
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
市
内
の
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア「
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
で
す
。
最
初
に
、『
で
ん
で
ん
む

し
の
悲
し
み
』が
、
次
に
、『
ふ
し
ぎ
な
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
や
さ
ん
』を
手
作
り
の
大
型
紙
芝

居
と
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
用
い
て
熱
演
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
群
読
で
す
。
群
読
と
は
、
複

数
の
読
み
手
に
よ
る
朗
読
で
、
東
出
水
小
学

校
５
年
生　

人
が
、『
し
あ
わ
せ
』・『
ア
フ
リ

５３

カ
ゾ
ウ
の
家
族
』・『
自
分
の
番
』の
三
編
を
会

場
い
っ
ぱ
い
に
日
本
語
の
素
晴
ら
し
さ
を
表

現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、「
子
ど
も
の
参
加
」と

「
読
書
の
楽
し
さ
」を
よ
り
追
及
し
た
も
の
と

し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
司
会
進
行
は
出
水

商
業
高
校
の
３
年
生
、
堀
田
夏
美
さ
ん
と
溝

口
美
愛
さ
ん
の
両
名
が
務
め
た
ほ
か
、
新
た

に「
高
校
生
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」を
創

設
、
出
水
高
校
か
ら
４
人（
女
子
）、
出
水
商

業
高
校
か
ら
３
人（
女
子
１
人
、
男
子
２
人
）

計
７
人
が
応
募
、
７
人
は
大
会
の
受
付
や
会

場
案
内
の
ほ
か
、
閉
会
後
の
参
加
者
の
見
送

り
ま
で
や
り
遂
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
溝
口
教
育
長
が
大
会
開
催
へ
の

協
力
支
援
へ
の
謝
意
を
述
べ
る
と
共
に
、
元

鳥
取
県
知
事
の「
両
親
に
文
学
全
集
を
買
っ

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
兄
と
競
う
よ
う
に
し
て

む
さ
ぼ
り
読
ん
だ
。
私
の
読
書
好
き
は
両
親

に
育
ん
で
も
ら
っ
た
」と
の
体
験
を
紹
介
し
、

家
庭
の
役
割
の
重
要
性
を
説
き
、「
目
標
達

成
の
た
め
に
頑
張
る
。
皆
さ
ん
の
お
力
添
え

を
賜
り
た
い
」と
切
望
し
て
閉
会
の
あ
い
さ

つ
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
読
み
聞
か
せ
の
実
演
と
小
学
生
に

よ
る
群
読
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
ま

し
た
。
更
に
、
出
水
市
立
少
年
少
女
合
唱
団

に
よ
る
歌
声
の
持
つ
言
葉
の
美
し
さ
を
味
わ 司会進行と受付や会場案内等に従事した高校生ボランティア

講師の児童文学作家　末吉暁子先生

ロビーのパネル展の様子

読書ボランティア
「そらいろのたね」の皆さん

東出水小学校５年生による群読
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▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
平
成　

年
度
出

２０

水
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
））

▼
平
成　

年
度
出
水
市
一
般
会
計

２０

補
正
予
算（
第
３
号
）

▼
平
成　

年
度
出
水
市
国
民
健
康

２０

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

▼
平
成　

年
度
出
水
市
老
人
保
健

２０

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

▼
平
成　

年
度
出
水
市
介
護
保
険

２０

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▼
平
成　

年
度
出
水
市
下
水
道
特

２０

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
米
ノ
津
地
区
団
地（
仮
称
）

建
替
Ａ
棟
主
体
工
事
）

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て（
米
ノ
津
地
区
団
地（
仮
称
）

建
替
Ｂ
棟
主
体
工
事
）

▼
出
水
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
出
水
市
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の

登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
出
水
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
▼
出
水
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
▼
出
水
市
知
的
障
害
者
通
所
授
産

施
設
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
鹿
児
島
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

▼
出
水
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の

変
更
に
つ
い
て

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
の
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

（
出
水
市
知
的
障
害
者
通
所
授

産
施
設
）

▼
財
産
の
譲
与
に
つ
い
て（
出
水
市

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
）

▼
平
成　

年
度
出
水
市
一
般
会

２０

計
補
正
予
算（
第
４
号
）

出
水
市
議
会
第
３
回
定
例
会

出
水
市
議
会
第
３
回
定
例
会 
出
水
市
議
会
第
３
回
定
例
会

出
水
市
議
会
第
３
回
定
例
会 
出
水
市
議
会
第
３
回
定
例
会 

�

�

�

�

�����
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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９
月
１
日
か
ら
同　

日
ま
で
開
か
れ
た
出
水
市
議
会
第

26

３
回
定
例
会
で
、
平
成　

年
度
出
水
市
一
般
会
計
補
正
予

20

算
な
ど
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計ととととととととととととととととととととと企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計ののののののののののののののののののののの補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算特別会計と企業会計の補正予算
（単位：千円）

補正の主なもの補正後の予算総額補正額補正前の額会計名

退職被保険者等高額療養費
国民健康保険基金積立金７，８６２，５７２２３７，３６８７，６２５，２０４国民健康保険特別会計

（事業勘定）

平成１９年度国庫負担金等立替分一般
会計繰出金１，２２４，９５６７３，５５６１，１５１，４００老人保健特別会計

平成１９年度介護給付費負担金等精算
返納金４，３２０，０４０３０，０２８４，２９０，０１２介護保険特別会計

米ノ津川改修工事に伴う本町中継ポ
ンプ場等実施設計委託２，３４１，６１３５，０００２，３３６，６１３下水道特別会計



9 広報いずみ ２００８（平成２０年）１２/１号

出水市議会第３回定例会出水市議会第３回定例会

一般会計に４億２，７０１万１千円が追加され、
予算総額は２３５億３，９２１万８千円となりました

総 務 費
２億５，４００万１千円

財政調整基金積立金  ………………………１億９，２７１万６千円
広報用放送施設設置事業補助金  ………………５３６万６千円
その他  …………………………………………５，５９１万９千円

繰 越 金
２億３，８２３万３千円

純繰越金  ……………………………………２億３，８２３万３千円

農林水産業費
９，５５１万８千円

県営農村振興総合整備事業負担金  …………４，４２９万２千円
県営農道保全対策事業負担金  ……………………１，２５２万円
県営農地保全整備事業負担金  ………………１，０９８万４千円
その他  …………………………………………２，７７２万２千円

地方交付税
１億５，０２８万５千円

普通交付税  …………………………………１億５，０２８万５千円

民 生 費
３，４７８万９千円

障害者自立支援医療費給付事業費  ………………１，３８０万円
児童扶養手当  ……………………………………８６７万２千円
障害者短期入所支援事業費  …………………………６８０万円
その他  ……………………………………………５５１万７千円

県支出金
５，４０８万円

県民税徴収委託金  ……………………………２，２０７万５千円
現年発生農業用施設災害復旧費補助金  ……………９７５万円
基幹水利施設管理費補助金  ……………………４６２万３千円
その他  …………………………………………１，７６３万２千円

災害復旧費
１，９０１万８千円

現年発生農業用施設補助災害復旧費  ……………１，５００万円
現年発生河川補助災害復旧費  …………………３８０万９千円
過年発生農業用施設直轄災害復旧費  ……………２０万９千円

市　　債
５，１９０万円

合併特例事業債  ……………………………………４，９１０万円
現年発生災害復旧債  …………………………………２８０万円

そ　の　他
２，３６８万５千円

衛生費、労働費、商工費、土木費、教育費、公債費

そ　の　他
△６，７４８万７千円

地方特例交付金、分担金及び負担金、国庫支出金、
財産収入、寄附金、繰入金、諸収入

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計一般会計
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算補正予算

歳　　　入
補正の内訳

歳　　　出
補正の内訳

（単位：千円）
計補正額補正前の額歳　　入

５９，１９８１７，１９８４２，０００地方特例交付金

８，８５０，２８５１５０，２８５８，７００，０００地 方 交 付 税

６４７，１５９１１，４１１６３５，７４８分担金及び負担金

１，７８４，８１６２２，１９９１，７６２，６１７国 庫 支 出 金

１，５６０，２２０５４，０８０１，５０６，１４０県 支 出 金

１０５，３５１１，４６５１０３，８８６財 産 収 入

１，０５０５０１，０００寄 附 金

５７３，５５７△１２６，４４４７００，００１繰 入 金

５４６，６０１２３８，２３３３０８，３６８繰 越 金
４６３，１５３６，６３４４５６，５１９諸 収 入
１，９５３，９００５１，９００１，９０２，０００市　 　 債

２３，５３９，２１８４２７，０１１２３，１１２，２０７歳 入 合 計

（単位：千円）
計補正額補正前の額歳　　出

３，９５９，４４９２５４，００１３，７０５，４４８総　 務　 費

７，１１９，５８１３４，７８９７，０８４，７９２民　 生　 費

２，４９４，０５０１，３２５２，４９２，７２５衛　 生　 費

２７８，７３５６，０００２７２，７３５労　 働　 費

１，００３，９１０９５，５１８９０８，３９２農林水産業費

３１１，３２２△２，２４１３１３，５６３商　 工　 費

１，９１４，９６８４，９５０１，９１０，０１８土　 木　 費

２，２２８，２１７１３，４５１２，２１４，７６６教　 育　 費

３４，５１８１９，０１８１５，５００災 害 復 旧 費

３，２２６，８１４２００３，２２６，６１４公　 債　 費

２３，５３９，２１８４２７，０１１２３，１１２，２０７歳 出 合 計

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２０００００００００００００００００００００年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計 歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細平成２０年度　一般会計　歳入歳出補正予算事項別明細
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平
成　

年
度
以
降
に
市
が
発
注

２１

す
る
建
設
工
事
お
よ
び
建
設
工
事

に
伴
う
測
量
・
設
計
等
な
ら
び
に

簡
易
な
建
設
工
事
の
入
札（
見
積
）

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
市
内
の
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
請
要
領
お
よ
び
申
請
に
必
要

な
書
類
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
　

月　

日（
月
）か
ら

１２

１５

　

平
成　

年
２
月
２
日（
月
）ま
で

２１

受
付
対
象　

◆
市
内
業
者

※
市
内
業
者
の
定
義
に
つ
い
て
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

登
録
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
２
年

２１

　

間
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
契
約
検
査
課

　
（
�
○６３
 

４
０
６
４
）

　
「
世
界
人
権
宣
言
」は
基
本
的
人

権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す

る
た
め
に
、
昭
和　

年　

月　

日

２３

１２

１０

の
国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
国
際
連
合
は
、

　

月　

日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
、

１２

１０

す
べ
て
の
加
入
国
に
対
し
、
人
権

擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各

種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
に
要
請

し
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、　

月
４
日
か
ら
同

１２

　

日
ま
で
を「
人
権
週
間
」と
し
て

１０広
く
国
民
に
呼
び
掛
け
、
人
権
意

識
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
強
調
事
項
◆

◎
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

◎
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◎
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

◎
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

◎
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

◎
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

◎
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

◎
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

◎
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

◎
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

◎
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

◎
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

◎
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

◎
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
◎
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

﹇
特
設
人
権
相
談
﹈

　

家
族
間
の
問
題
や
相
続
・
財
産

の
問
題
、
差
別
・
い
じ
め
問
題
な

ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　
　

時　
　

月
９
日（
火
）

１２

　

午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１０

場　
　

所

▼
市
中
央
公
民
館

▼
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

▼
野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

﹇
人
権
擁
護
委
員
﹈

　

本
市
で
は
、
次
の
方
々
が
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お

り
、
特
設
人
権
相
談
日
以
外
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◎
番
家
幸
市
さ
ん
、
◎
肱
岡
彰
子

さ
ん
、
◎
荒
木
妙
子
さ
ん
、
◎
椎

原
京
子
さ
ん
、
◎
下
薗
和
文
さ
ん
、

◎
畠
中
大
喜
さ
ん
、
◎
東
畠
政
子

さ
ん
、
◎
中
里
洋
子
さ
ん
、
◎
川

畑
純
義
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○６３
 

４
０
４
２
）

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

生
活
グ
ル
ー
プ（
�
○８２
 

５
４
１

６
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
グ
ル
ー
プ（
�
○８４
 

４
８
１
３
）

建
設
工
事
等
の
入
札（
見
積
）

参
加
業
者
を
募
集

第　

回
人
権
週
間

60

　

エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
を
図
り
、
エ
イ
ズ
を

予
防
す
る
こ
と
お
よ
び
患
者
・
感

染
者
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
を
解

消
し
、
患
者
・
感
染
者
が
尊
厳
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー（　

月
１
日
）」

１２

を
中
心
に　

月　

日（
日
）か
ら　

１１

１６

１２

月　

日（
月
）ま
で
の
１
カ
月
間
を

１５
「
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」と

し
て
定
め
、
各
種
の
エ
イ
ズ
予
防

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

出
水
保
健
所
で
も
次
の
と
お
り

夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
と
は
・
・
・

　

エ
イ
ズ
に
対
す
る
理
解
と
支
援

の
象
徴
で
、
エ
イ
ズ
に
関
し
て

偏
見
を
も
っ
て
い
な
い
、
エ
イ

ズ
と
と
も
に
生
き
る
人
々
を
差

別
し
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日　

時

　
　

月
４
日（
木
）

１２

　

午
後
５
時
か
ら
同
７
時
受
付

場　

所　

出
水
保
健
所

予
約
等　

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
基
本

と
し「
匿
名
」で
受
付
け
ま
す
。

※
電
話
予
約
無
し
で
も
検
査
可
能

で
す
。

検
査
等

　

迅
速
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で

検
査
料
は
、
原
則
無
料
で
す
。

そ
の
他

　

受
付
か
ら
検
査
結
果
が
出
る
ま

で
約
１
時
間
で
す
。

連
絡
先

　

出
水
保
健
所
保
健
係

　
（
�
○６３
 

３
１
１
１
）

鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
中

に
お
け
る
夜
間
検
査
を
実
施

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日１２月１０日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日から同１６日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででではははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははまでは「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵侵害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間北朝鮮人権侵害問題啓発週間」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすです

　平成１８年６月に、北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の認識を深
めるとともに、国際社会と連携しつつ北朝鮮当局による人権侵害問題の実態
を解明し、その抑止を図ることを目的として、「拉致問題その他北朝鮮当局に
よる人権侵害問題への対処に関する法律」が施行されました。

北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めましょう。



11 広報いずみ ２００８（平成２０年）１２/１号

おお らら せせ知知
　

市
で
は
、
平
成　

年
度
の
児
童

２１

ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

夏
休
み
の
み
の
希
望
の
方
は
、

夏
休
み
に
定
員
の
空
き
が
な
い
場

合
、
入
会
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
ま
な
づ
る
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
障
害
児
児
童
ク
ラ
ブ
）

対
象
者

　

養
護
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・

　

生
徒

募
集
人
員　
　

人
２１

◎
そ
の
他
の
児
童
ク
ラ
ブ　
　
　

対
象
者　

出
水
、
西
出
水
、
東

出
水
、
米
ノ
津
、
米
ノ
津
東
、

高
尾
野
、
下
水
流
、
野
田
の
各

小
学
校
に
在
学
す
る
１
年
生
か

ら
３
年
生
で
、
保
護
者
が
仕
事

等
に
よ
り
昼
間
、
家
庭
に
い
な

い
児
童

募
集
人
員　

西
出
水
は　

人
、
米

６０

ノ
津
東
、
高
尾
野
、
し
も
ず
る

は
各　

人
、
野
田
は　

人
、
そ

４０

２５

れ
以
外
は
各　

人
３５

受
付
期
間　

１
月
６
日（
火
）か
ら

同　

日（
火
）ま
で（
土
曜
・
日

２０
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

申
込
方
法

　

本
庁
・
各
支
所
の
担
当
係
ま
た

は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
本

庁
・
各
支
所
の
担
当
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
会

員
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
ク
ラ
ブ
の
概
要

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
�
○６３
 

４
０
４
７
）

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
○８２
 

５
４
２
２
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
○８４
 

４
８
１
４
）

児
童
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
募
集

【特別天然記念物「ツル」展】【特別天然記念物「ツル」展】

　毎年、本市には、たくさんの「ツル」が渡ってき
ます。国の特別天然記念物である「鹿児島県のツ
ルおよびその渡来地」に着目し、ツルの生態や保
護活動について紹介します。

期　　間
　１２月６日（土）～平成２１年３月１５日（日）
場　　所
　ツル博物館クレインパークいずみ　
　１階企画展示室
開館時間
　午前９時～午後５時
　（入館は午後４時３０分まで）
問い合わせ先
　ツル博物館クレインパークいずみ
　（�○６３ ８９１５）

　

平
成　

年
度
の
市
立
幼
稚
園
の

２１

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

◎
入
園
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
る

幼
児

◎
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
同　

１５

１８

年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
児

申
込
方
法　

各
幼
稚
園
お
よ
び
本

庁
学
校
教
育
課
、
各
教
育
支
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書（　

月
１２

９
日（
火
）か
ら
配
布
）に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
希
望
す
る

幼
稚
園
に
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　
　

月　

日（
水
）か
ら

１２

１０

同　

日（
月
）ま
で（
土
曜
・
日
曜

２２
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

申
込
書
配
布
・
受
付
時
間

　

各
幼
稚
園
と
も
、
午
後
２
時　
３０

分
か
ら
同
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

各
幼
稚
園
ま
た
は
本
庁
学
校
教

　

育
課（
�
○６３
 

４
０
７
９
）

会　　　費　　　等時　　　間場　所名　称

土曜日含む
（月額）

平日のみ
（月額）

①平日（月曜日から
　　金曜日まで）
　→下校時から
　　　午後６時まで
②学校休業日（日曜日・
　　祝日を除く土曜日等）
　→午前８時３０分から
　　　午後６時まで

各小学校・
幼稚園の
空き教室等

出 水
東 出 水
米 ノ 津
高 尾 野
野 田

８，７００円７，２００円８ 月

４，９００円３，４００円８月以外の月

１１，９００円１０，０００円夏休み期間のみ

専用の
クラブ室等

西 出 水
米ノ津東
しもづる

※上記のほか、傷害保険料、おやつ代等
まなづる

幼
稚
園
児
を
募
集

各幼稚園の募集予定人員

電話番号募集予
定人員市　立　幼　稚　園

○６３ ２１５８５０人西出水小附属紫翠幼稚園

○６３ ２１６３２４人東出水小附属幼稚園

○６７ ２９３８１１人米ノ津小附属幼稚園

○６７ １０２３６５人米ノ津東小附属幼稚園

○６７ ２９１９３３人切 通 小 附 属 幼 稚 園

○８２ ３６７０２６人荘 小 附 属 幼 稚 園

○８４ ２０６７８０人野 田 小 附 属 幼 稚 園

平成 21年

成　人　式
《平成２１年１月５日（月）　市文化会館》

　本市の平成２１年成人式を行います。
　対象は、昭和６３年４月２日から平成元年４月１日ま
でに生まれた方です。
　なお、当日は大変混雑しますので、お早めに受付を
済ませ、記念写真撮影に遅れないように注意してくだ
さい。
　また、新成人の門出を祝い励ますために、ご家族を
はじめ、一般の方々も多数ご来場ください。

問い合わせ先
　市中央公民館内生涯学習課（�○６３ ２１０６）

平成２１年１月５日（月）期　日

市文化会館会　場

《日　程》
受　　　　付　午前９時４０分～同１０時３０分
記念写真撮影　午前１０時４０分～同１１時２０分
式　　　　典　午前１１時３０分～正午
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みみ
んん
なな
でで
つつ
くく
ろろ
うう
！！
自自
治治
基基
本本
条条
例例

第第
９９
回回

第第
二二
回回
市市
民民
キキ
ャャ
ララ
ババ
ンン

　
　

月　

日
か
ら
、
第
二
回
市
民
キ
ャ
ラ

１１

１０

バ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
策
定
検

討
委
員
会（
会
長　

山
岡
冨
士
男
）で
は
、

市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
直
前
ま
で
検
討
を
重

ね
、
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

○
資
料
と
説
明

　

第
二
回
市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
資
料
は
、

条
文
の
逐
条
解
説
、
新
旧
対
照
表
に
加
え
、

前
回
出
さ
れ
た
意
見
へ
の
対
応
資
料
な
ど
、

か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
条

文
の
説
明
は
逐
条
解
説
を
抜
粋
し
て
説
明

し
ま
す
が
、
そ
の
他
の
２
つ
の
資
料
は
、

前
回
出
さ
れ
た
意
見
を
ど
の
よ
う
に
策
定

検
討
委
員
会
が
検
討
し
、
条
文
に
生
か
し

た
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
第
二
回
市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、

第
一
回
市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
反
省
を
踏
ま

え
て
、
説
明
の
方
法
を
変
更
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
前
半
の
説
明
で
は
、
自
治
基
本
条

例
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
出
水
市
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
あ
る
財
政
計
画
な
ど
の
数
値

を
用
い
て
、
本
市
の
現
状
と
併
せ
て
、
国

の
地
方
分
権
推
進
に
よ
る
市
町
村
合
併
の

動
き
を
説
明
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
今
、
市
民
、

市
議
会
お
よ
び
市
が
、
自
治
を
推
進
す
る

た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
と
責
任

を
果
た
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
の
考
え
方

や
、
三
者
の
関
係
の
新
し
い
ル
ー
ル（
条

例
）を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
ビ
デ
オ
で
説
明
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
後
半
の
条
文
説
明
は
、
原
稿

を
読
み
上
げ
な
が
ら
、
逐
条
解
説
を
も
と

に
主
な
条
文
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
説
明
方
法
に
よ

り
、
各
会
場
の
参
加
者
に
策
定
検
討
委
員

会
の
思
い
を
等
し
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
参
加
者
の
反
応
は

　

第
一
週
を
終
え
た
段
階
で
は
、
自
治
会

長
さ
ん
を
は
じ
め
、
誘
わ
れ
て
初
め
て
参

加
さ
れ
た
方
、
そ
し
て
、
第
一
回
に
引
き

続
き
参
加
さ
れ
た
方
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
、
市
役
所
の
本
庁
、
支
所
、

江
内
出
張
所
、
中
央
図
書
館
の
５
カ
所
お

よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
資
料
の
事
前

配
布
・
公
開
を
し
て
い
る
た
め
、
内
容
を

熟
読
し
て
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い

ま
す
。
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
概
ね
説
明
内
容
を
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
第
一
回
市

民
キ
ャ
ラ
バ
ン
よ
り
も
手
ご
た
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。

○
今
後
の
予
定

　

私
た
ち
策
定
検
討
委
員
会
が
市
民
に
説

明
し
、
意
見
を
聴
く
の
は
、
今
回
の
第
二

回
市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
出
さ
れ

た
意
見
を
再
度
整
理
・
検
討
し
、
法
律
の

専
門
家
の
確
認
を
受
け
て
、
３
月
に
市
長

に
提
言
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
市
で
も
市
民
意
見
を
取
り
込

み
な
が
ら
検
討
を
し
て
、
議
会
に
上
程
す

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
試
験
日
時
お
よ
び
会
場

　

１
月　

日（
日
）

１１

　

午
前
８
時　

分
か
ら

３０

　

出
水
市
役
所
内
会
議
室

　
　◆

受
験
申
込
受
付
期
間

　
　

月
１
日（
月
）か
ら
同　

日

１２

２５

（
木
）ま
で《
午
前
８
時　

分
か

３０

ら
午
後
５
時　

分
ま
で
。
た
だ

１５

し
、
土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
は

除
き
ま
す
》

　

郵
送
の
場
合
は
、　

月　

日

１２

１９

（
金
）の
消
印
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。

◆
受
験
手
続
き

　

受
験
申
込
書（
本
庁
市
民
相
談

室
、
各
医
療
セ
ン
タ
ー
に
準

備
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

本
庁
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
受
験
申
込
書
の
請
求
お

よ
び
提
出
は
郵
送
で
も
可
。
郵

送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
所

お
よ
び
氏
名
を
明
記
し
、　

円
１２０

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
の
角

型
２
号
封
筒（
Ａ
４
判
が
入
る

も
の
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
　◆

受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
９
―
０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

出
水
市
役
所
総
務
課
職
員
係

　
（
�
�
２
１
１
１（
内
線　

））
２０５

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

出
水
市
職
員
採
用
試
験

平
成　

年
度
出
水
市
職
員
採
用
試
験
を

２０

次
の
と
お
り
行
い
ま
す（
採
用
日
は
、
平

成　

年
４
月
１
日
の
予
定
で
す
）

２１

受　　験　　資　　格採用予定人員職　種

①昭和４４年４月２日以降に生まれた者
②理学療法士の免許取得者または免許取
得見込みの者

２人理学療法士

①昭和４４年４月２日以降に生まれた者
②言語聴覚士の免許取得者または免許取
得見込みの者

２人言語聴覚士

◆
職
種
、
採
用
予
定
人
員
お
よ
び
受
験
資
格

※いずれの職種も原則として採用と同時に市内に居住できる者とします。
※本市では職員の採用に当たって、「障害者の雇用の促進等に関する法律」
の趣旨を踏まえて実施していますので、該当する方は、受験申し込みの
際、障害者手帳（１級から６級まで）を提示してください。
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　内閣府男女共同参画局では、平成２１年に男女共同参
画社会基本法制定１０周年を迎えるにあたり、１０年とい
う一つの区切りを越えて、多様性を尊重した「男女共
同参画」の新たなステージを象徴するような明るく躍
動感あふれるシンボルマークを募集します。
　
募集内容
男女共同参画推進を広く呼びかけるためのシンボル
マーク
募集期限
　１２月２６日（金）必着
応募資格
　どなたでも募集できます。
※応募方法・規程等、詳しくは下記へお問い合わせく
ださい。
　
【問い合わせ先】
　内閣府男女共同参画局総務課広報啓発係
　（�０３－３５８１－２０２２、ＦＡＸ０３－３５８１－９５６６）
　ホームページ
http://www.gender.go.jp/symbol/symbol_bosyu.html

　または、
　本庁企画政策課　企画政策・男女共同参画係
　（��４０３３、ＦＡＸ�１６４５）

　木の実や小枝などを使ってのクリスマスやお正月
のお飾り作りを通して、季節を感じ、豊かな自然に
触れてみませんか？
日　時　１２月２３日（火・祝日）
　　　　午前１０時～午後３時
　　　　（午前９時３０分～同１０時受付）
場　所　出水市向江自治公民館
対象者　小・中学生および保護者ならびに一般
定　員　３０人程度
参加料　１人３００円（保険代として）
内　容　
クリスマス・お正月用リース、木の実の飾り（ト
トロなど）、お正月用ミニ門松（大人を対象とし、
晴天の場合のみとします）
申込期限　１２月２２日（月）
服装および携行品　　
昼食（弁当）、飲み物、タオル、運動のできる服装、
ぼうし
申込方法　
　電話またはＦＡＸでお申し込みください。
申込・問い合わせ先
　いずみネイチャーゲームの会【肱岡】
　（�・ＦＡＸ�８７８０）

第５回ネイチャーゲーム第５回ネイチャーゲーム
｢手作りでクリスマスだよ、｢手作りでクリスマスだよ、　　　　　

お正月だよ in 竹山｣　　　　　　　　お正月だよ in 竹山｣

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座のののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内平成20年度出水市中央公民館後期講座のご案内
【 追 加 募 集 】

パソコンエクセル講座②
（初級編）

　はじめてエクセル（表計算やデータ入
力のソフト）を使う人のための講座です。
◆対　　象　１８歳以上
◆定　　員　５人
◆開 催 日　１月２３・３０日
　　　　　　２月６・１３・２０・２７日
　　　　　　３月６・１３日（金曜日）
◆開催時刻　午後７時～同９時
◆開催場所　市中央公民館
◆受 講 料　パソコン使用料１，６００円お

よびテキスト代
◆講　　師　竹添春生さん、松永重義さん

はじめてのパソコン講座③
（昼コース）

　電源の入れ方など、はじめてパソコン
を使う人のための、初心者向け講座です。
◆対　　象　１８歳以上
◆定　　員　１５人
◆開 催 日　１月２１・２８日
　　　　　　２月４・１８・２５日（水曜日）
◆開催時刻　午後１時３０分～同３時３０分
◆開催場所　市中央公民館
◆受 講 料　パソコン使用料１，０００円お

よびテキスト代
◆講　　師　松永修さん、米森亨さん

パソコンワード講座（初級編）
　はじめてワード（パソコンのワープロ
ソフト）を使う人のための講座です。
◆対　　象　１８歳以上
◆定　　員　２４人
◆開 催 日　１月２１・２８日
　　　　　　２月４・１８・２５日
　　　　　　３月４・１１・１８日（水曜日）
◆開催時刻　午後７時～同９時
◆開催場所　市中央公民館
◆受 講 料　パソコン使用料１，６００円お

よびテキスト代
◆講　　師　松永修さん、米森亨さん

申込締切　１２月２５日（木）　午後５時まで
申込方法　電話、ＦＡＸ、電子メールでお申し込みください。
受講要件　市内居住または市内に職場のある方
開 講 式　各講座の第１回目に行います。
※各講座、原則として定員の半数以上の受講希望者がある場合に開講します。
※パソコン講座を同時に２講座以上申し込むことはできません。
※募集定員を超えた場合は、出水市民であり、かつ、初めて受講される方を優先し、抽選会を行います。抽選を
行う場合は、本人に連絡します。
　本市のさまざまな生涯学習事業について、『生涯学習の事業案内（下半期版）』にも掲載してありますので、ぜひ
ご覧ください。
【申込・問い合わせ先】
　市中央公民館　生涯学習課（��２１０６、ＦＡＸ�１１０５）
　メールアドレス：gakushu_c@city.izumi.kagoshima.jp

男女共同参画シンボルマークを募集男女共同参画シンボルマークを募集
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保健センターだより
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糖
尿
病
シ
リ
ー
ズ
②

『
糖
尿
病
の
チ
ェ
ッ
ク
と

　

日
常
生
活
で
の
予
防
』

　

糖
尿
病
に
か
か
り
や
す
い
か
ど

う
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
年
齢
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
生
活
習
慣
に

原
因
が
あ
り
ま
す
。

　　

右
の
項
目
で
、
多
く
当
て
は
ま

る
ほ
ど
、
糖
尿
病
に
か
か
り
や
す

い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
心
が

け
で
、
糖
尿
病
に
な
り
に
く
い
体

を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

糖
尿
病
は
、
完
全
に
治
す
こ
と

は
難
し
い
病
気
で
す
が
、
血
糖
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。

　

糖
尿
病
の
予
防
法
は
、
肥
満
を

防
ぐ
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
食
事
と
運
動

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。
糖
尿

病
を
防
ぐ
に
は
、
食
事
だ
け
で
な

く
適
度
な
運
動
も
必
要
で
す
。
運

動
す
る
こ
と
で
、
体
に
つ
い
た
脂

肪
を
減
ら
し
、
筋
肉
が
つ
き
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
や
す
い
体
と

な
り
、
ま
た
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き

が
よ
く
な
り
血
糖
値
を
適
正
に
し

ま
す
。

　

お
す
す
め
の
気
軽
に
で
き
る
運

動
は「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」で
す
。
い

つ
も
よ
り
少
し
だ
け
大
股
で
、
少

し
早
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

●
で
き
れ
ば
週
３
回
以
上
を
目
標

に
●
１
回　

分
〜　

分
程
度

２０

３０

（
は
じ
め
は
５
分
〜　

分
と
短

１０

く
て
も
大
丈
夫
）

●
少
し
汗
ば
む
く
ら
い
が
適
度

●
心
地
よ
く
続
け
る
こ
と

　

が
効
果
を
上
げ
ま
す
。
生
活
の

中
で
筋
力
ア
ッ
プ
を
意
識
し
て
動

い
た
り
、
歩
数
を
増
や
し
た
り
の

「
ち
ょ
い
運
動
」を
続
け
ま
し
ょ
う
。

次
回
は
、
食
生
活
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

□太っている　　　　　□運動不足である 
□食べすぎている　　　□朝食は食べない 
□おやつは必ず食べる　□４０歳以上である 
□甘いもの・脂肪分が好き 
□食事時間が不規則　　＊多くあてはまる 
□野菜や海藻類が少ない　ほどかかりやすい 
□アルコールをよく飲む 
□ドリンク剤・スポーツ飲料をよく飲む 
□血縁者に糖尿病の人がいる 
□妊娠中に血糖値が上がったことがある 
□ストレスがたまっている 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 33

　地方自治体の行政改革について、地域協働をテーマ

に講演・事例発表・意見交換会などを行います。

日　時　平成２１年１月１０日（土）

　　　　午後１時３０分～同４時４５分

場　所　鹿児島県庁講堂

定　員　４００人（申し込み先着順）

参加料　無料

申込方法

総務省ホームページ（http://www.soumu.go.jp/iken/）の

申込フォームから申し込まれるか、県庁、地域振興

局・支庁および各市町村に置いてある参加申込書に

必要事項を記入の上、セミナー事務局へ封書または

ＦＡＸでお申し込みください。

※応募者多数の場合は先着順とします。参加者には

「参加証」を送付します。

問い合わせ先

　〒１０５－００２１

　　東京都港区東新橋１－２－１５　豊和ビル７階

　　地方行革セミナー事務局（ＦＡＸ０３－５５６８－１０１６）

　 ★酒を飲んだら運転しない
　 ★酒を飲んだ者には車を貸さない
　 ★運転する者には、酒を出さない・すすめない
　 ★酒を飲んだ者には運転させない・同乗しない

　飲酒運転は、悲惨な交通事故につながる危険・悪質
な行為です。
　万一、飲酒運転により死傷事故を起こした場合には、
「危険運転致死傷罪」などの重い罪に問われる場合があ
ります。また、平成１９年の道路交通法の改正により、
飲酒運転や飲酒運転の発覚を逃れようとする悪質な運
転者（ひき逃げ）に対する罰則はさらに強化されるとと
もに、車両提供者や酒類提供者、飲酒運転車両に同乗
した者に対しても新たに罰則が設けられました。
　家庭を崩壊し、人生を破滅させる飲酒運転を、市民
一丸となって根絶しましょう。
◎飲酒運転等に関する罰則

問い合わせ先
　本庁市民生活課生活環境係（��４０４２）
　出水警察署交通課（��０１１０）

絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶対対対対対対対対対対しししししししししし絶対しなななななななななないいいいいいいいいい。。。。。。。。。。ささささささささささせせせせせせせせせせなななななななななないいいいいいいいいい。。。。。。。。。。飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒ない。させない。飲酒運運運運運運運運運運転転転転転転転転転転はははははははははは犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪でででででででででですすすすすすすすすす運転は犯罪です!!!!!!!!!!! !!!!!!!!!!!「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「地方行革セミナー in鹿児島」
ののののののののののののののののののののの参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！の参加者を募集します！

罰　　則　　内　　容対　象　者違反行為

５年以下の懲役又は１００万円以下の罰金運転者、車両提供者
酒酔い運転

３年以下の懲役又は５０万円以下の罰金同乗者、酒類提供者

３年以下の懲役又は５０万円以下の罰金運転者、車両提供者
酒気帯び運転

２年以下の懲役又は３０万円以下の罰金同乗者、酒類提供者

３月以下の懲役又は５０万円以下の罰金運転者飲酒検知拒否

１０年以下の懲役又は１００万円以下の罰金運転者救護義務違反
（ひき逃げ）
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老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
の
本
来
の
支
給

開
始
年
齢
は　

歳
か
ら
で
す
が
、

６５

受
給
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る

場
合
は
、　

歳
か
ら　

歳
未
満
の

６０

６５

間
に
支
給
開
始
時
期
を
繰
り
上
げ

て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繰
り
上
げ
た
場
合
は
、
繰
上
げ
請

求
を
し
た
月
に
応
じ
て
、
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付

加
年
金
に
つ
い
て
も
同
様
に
扱
わ

れ
ま
す
。

〈
支
給
開
始
月
〉

繰
上
げ
請
求
を
行
っ
た
月
の
翌

月
か
ら
支
給

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁
市
民
生
活
課

　
　

住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
�
２
１
１
１
）

　

本
市
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

は
、
海
外
宝
く
じ
に
関
す
る
苦
情
・

相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
申
し
込
ん
で
い

な
い
の
に
突
然
、「
当
選
し
て
い

る
」等
と
記
載
し
た
不
審
な
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
海
外
宝

く
じ
の
勧
誘
を
受
け
た
な
ど
、
業

者
の
手
口
が
、
悪
質
・
多
様
化
し

て
き
て
い
る
た
め
、
被
害
金
額
も

高
額
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
平
成

　

年
度
で
は
、
被
害
額
の
平
均
は
、

１９約　

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１３０

　

そ
も
そ
も
、
国
内
で
海
外
宝
く

じ
の
発
売
、
発
売
の
取
り
次
ぎ
、

授
受
を
行
う
こ
と
は
、
刑
法
に
抵

触
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
解
釈
に
は
、
海
外
の
業
者
に
よ

る
代
行
購
入
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

海
外
宝
く
じ
を
取
り
扱
う
業
者

は
、
事
務
所
を
海
外
に
置
い
て
い

る
た
め
、
消
費
者
は
、
実
態
を
把

握
で
き
ま
せ
ん
。
業
者
の
目
的
は
、

こ
の
状
況
を
悪
用
し
、
代
行
購
入

を
行
っ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
る
な

ど
し
て
、
手
数
料
や
購
入
金
を
だ

ま
し
取
る
こ
と
で
す
。

　

本
市
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
に
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

①
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
の
誘
い

文
句
に
だ
ま
さ
れ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
絶
対
に
購
入
し
な
い

こ
と

②
高
齢
者
に
は
周
囲
が
気
を
配
る

こ
と

③
公
的
な
相
談
窓
口
に
相
談
す
る

こ
と

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環

境
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

海
外
宝
く
じ
は「
買
わ
な
い
」！

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
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国
民
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繰
上
げ
請
求
を
す
る
場
合
は

左
記
の
点
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い

◎
繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
減
額
さ

れ
た
年
金
額
は
、　

歳
に
な
っ

６５

て
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は

な
く
、
そ
れ
以
降
は
減
額
さ
れ

た
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◎
繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
は
、
裁

定
請
求
の
取
り
消
し
、
ま
た
は

変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
は
、
障

害
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
は
、
国

民
年
金
の
任
意
加
入
は
で
き
ま

せ
ん
。

◎
繰
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、　
６５

歳
に
な
る
ま
で
遺
族
厚
生
年
金

ま
た
は
遺
族
共
済
年
金
は
併
給

で
き
ま
せ
ん（　

歳
以
降
は
併

６５

給
さ
れ
ま
す
。）。

※　

月
は
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

１２
相
談
日　
　

月
３
日
（
水
）

１２

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

野
田
支
所
別
館
大
会
議

室
相
談
日　
　

月　

日
（
水
）

１２

１７

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

本
庁
３
階
大
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

※
込
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
記
録
の
ご
相
談
は

市
役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所
の

年
金
担
当
係
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

【消費生活相談員の相談日時と場所】
【月・火・木・金曜日】
午前９時３０分～午後４時
（正午～午後１時を除く。）
本庁市民生活課内（��２１１１、内線１３５）
【水曜日】
午前９時３０分～正午
野田支所市民福祉課内（��２１１１、内線７４１）
【水曜日】
午後１時３０分～午後４時
高尾野支所市民福祉課内（��２１１１、内線４５３）

早くもらう繰り上げ支給

　６０歳から６５歳になるま
での間で、請求したとき
の月単位の年齢によって
減額率が決まります。

減　額　率

　　　　繰り上げ請求月
０．５％×から６５歳になる
　　　　月の前月までの
　　　　月数

減 額 率請求時から６５歳になる
月の前月までの月数請求時の年齢

３０％～２４．５％６０月～４９月６０歳０カ月
　～６０歳１１カ月

２４％～１８．５％４８月～３７月６１歳０カ月
　～６１歳１１カ月

１８％～１２．５％３６月～２５月６２歳０カ月
　～６２歳１１カ月

１２％～６．５％２４月～１３月６３歳０カ月
　～６３歳１１カ月

６％～０．５％１２月～１月６４歳０カ月
　～６４歳１１カ月
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図書館だより

新
し
い
本
の
紹
介
（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

▼
魔
法
の
お
た
ま
を
と
り
か
え

せ
！（
末
吉
暁
子
）▼
ひ
か
る
！
２

　

本
気
。
怒
る
！（
後
藤
竜
二
）

▼
ま
め
う
し
の
ク
リ
ス
マ
ス（
あ

き
や
ま
た
だ
し
）▼
ぎ
ゅ
っ
と

だ
っ
こ
七
五
三（
内
田
麟
太
郎
）▼

シ
ッ
プ
船
長
と
く
じ
ら
（
角
野
栄

子
）▼
お
で
ん
さ
む
ら
い
ち
く
わ

の
ま
き（
内
田
麟
太
郎
）▼
お
い
な

り
山
の
ひ
み
つ（
茂
市
久
美
子
）▼

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ア
ヒ
ル（
き
む

ら
ゆ
う
い
ち
）▼
だ
か
ら
！
ね
ず

み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ（
な
か
え
よ

し
を
）▼
前
略
が
ん
ば
っ
て
い
る

み
ん
な
へ（
北
島
康
介
）…
等

《
中
学
生
・
高
校
生
》

▼
ぼ
く
ら
の
先
生
！（
は
や
み
ね

か
お
る
）▼
ぼ
く
は
夜
に
旅
を
す

る（
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ー
シ
ュ
）

▼
プ
レ
ゼ
ン
ト（
星
野
夏
）▼
キ
ス

は
大
人
の
味（
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
）…
等

《
一
般
》

▼
い
い
奴
じ
ゃ
ん（
清
水
義
範
）

▼
冬
の
喝
采（
黒
木
亮
）▼
ロ
ー
ド

ム
ー
ビ
ー（
辻
村
深
月
）▼
夜
の
光

（
坂
木
司
）▼
と
ん
び（
重
松
清
）

▼
ワ
ル
ツ　

中（
花
村
萬
月
）

▼
ア
イ
ス
ク
リ
ン
強
し（
畠
中
恵
）

▼
寂
聴
と
読
む
源
氏
物
語（
瀬
戸

内
寂
聴
）▼
徹
子
さ
ん
の
美
に
な

る
言
葉（
黒
柳
徹
子
）▼
午
後
の
音

楽（
小
池
真
理
子
）▼
新　

三
河
物

語　

下（
宮
城
谷
昌
光
）▼
華
族
夫

人
の
忘
れ
も
の（
平
岩
弓
枝
）▼
彼

女
に
つ
い
て（
よ
し
も
と
ば
な
な
）

▼
ガ
リ
レ
オ
の
苦
悩（
東
野
圭
吾
）

▼
シ
ュ
ー
カ
ツ
！（
石
田
衣
良
）

▼
聖
女
の
救
済（
東
野
圭
吾
）▼
あ

る
日
、
ア
ヒ
ル
バ
ス（
山
本
幸
久
）

▼
チ
ー
ム（
堂
場
瞬
一
）▼
女
王
蘭

（
新
堂
冬
樹
）▼
参
謀
力（
童
門
冬

二
）▼
風
神
帖（
池
澤
夏
樹
）▼
図

書
館
ね
こ
デ
ュ
ー
イ（
ヴ
ィ
ッ

キ
ー
・
マ
イ
ロ
ン
）…
等

《
郷
土
資
料
》

▼
出
水
に
伝
わ
る
物
語
り（
坂
元

秀
明
）

図
書
館
だ
よ
り

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日　

午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日　

午
後
４
時

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日　

午
後
４
時

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

　
　

（　

月
は
第
４
週
は
休
み
）

１２

１２月の休館日開 館 時 間

１日、８日
１５日、２２日
２９日、３０日
３１日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
　午前９時～午後６時

中央図書館 
(��2105)

５日、１２日
１９日、２６日
２９日、３０日
３１日

午前９時～午後６時

高尾野図書館
(��5452）

野田図書館 
 (��3100)

運行日
運行時間ステーション名

１２　月

２日
１６日

１０：００～１０：２０西之口団地公民館第１・３
火曜日 １４：３０～１４：５０ラ・フォンテいずみ

３日
１７日

９：５０～１０：１０元町公民館第１・３
水曜日 １０：２０～１０：４０今釜西公民館

４日
１８日

１０：００～１０：２０下特手公民館

第１・３
木曜日

１０：４０～１１：００受口公民館
１４：１０～１４：３０屋地公民館
１４：４０～１５：００熊野神社前

５日
１９日

９：４０～１０：００栗毛野公民館

第１・３
金曜日

１０：１０～１０：３０江川野公民館
１０：４５～１１：０５内野々下公民館
１４：１０～１４：３０荘上公民館
１４：４５～１５：０５下山公民館

９日

９：５０～１０：１０千本付住宅広場

第２・４
火曜日

１０：２０～１０：４０平和団地集会室
１４：２０～１４：４０鹿島住宅広場
１４：５５～１５：１５ウッドタウン公民館

１０日
２４日

９：４０～１０：００江内北部コミュニティーセンター

第２・４
水曜日

１０：１０～１０：３０東辺田公民館前
１０：４５～１１：０５尾野島浜公民館
１４：１０～１４：３０茶円堀住宅

１１日
２５日

９：４０～１０：００鶴亀タウン
第２・４
木曜日 １０：１０～１０：３０米ノ津駅前広場

１０：４５～１１：０５福ノ江公民館

１２日
２６日

１４：１０～１４：４０鶴水園第２・４
金曜日 １５：００～１５：２０加紫久利住宅広場

平成２０年１２月　移動図書館運行表

※　本の返却には最寄のブックポストも利用できます。
　　（場所は中央図書館へお尋ねください。　�○６３ ２１０５）

【児童書】
　
『ツワイオのこと』
　　いがらし　みきお作
　　　　　　　　竹書房
　
　ラッコの「ぼのぼの」は、
シマリスくんとアライグ
マくんと一緒に、海に石
を投げて遊んでいました。
ぼのぼのが石を取ろうと
したら、その石は根が生
えたように動きません。
それは「ツワイオ」という
植物でした。
　著者が「いじめ」にあって
いる人達を思い書かれた本
です。変わっていくツワイ
オを見守るぼのぼのに、心
があたたかくなる本です。

図書館員おすすめの本 図書館員おすすめの本 
【一般書】

　
『セブンパワーズ』

　　アレックス・ロビラ著
　　　　　　　　ポプラ社
　
　はるか昔、鳥の言葉がわ
かる人々がいたころの事、
若き騎士が王国を救う為、
さまざまな試練が待ち受け
る「運命の地」へと旅立ちま
す。ベストセラー「グッド
ラック」の著者によるファ
ンタジーですが、ただの物
語ではなく背中をそっと押
してくれるような、人生訓
がたくさん盛り込まれてい
ます。短時間でも読めます
ので、忙しい方や悩み多き
中高生にもお勧めです。
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児夜］：小児科夜間当番医（午後７時～同１０時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

12　　　　　月

医 療 機 関 名日医 療 機 関 名日

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
２０
（土）

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１
（月） �○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６２ ０６１７栄 町二宮医院［児夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］２
（火） �○６３ ７０１１春日町内・消化・放射線科おかだクリニック［当］

２１
（日）

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○６４ １１８７東大野原耳鼻咽喉科せき耳鼻咽喉科クリニック［当］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］３

（水） �○７３ １５５１（阿久根市）内・外・泌尿器科内山病院［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］４

（木） �○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］５

（金） �○６２ ０６１７栄 町二宮医院［児夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○８２ ３１１３西水流内・精神・神経科高尾野病院［夜］２２

（月）
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

６
（土） �○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６４ ８８００名古東泌尿器・性病・内科林泌尿器科クリニック［当］

２３
（火）

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
�○６２ ２３１１千本付脳神外・脳神内科さくら通りクリニック［当］�○６７ １１１１新 町内科吉井医院［当］

７
（日）

�○７３ ０５５３（阿久根市）内・呼吸科鶴見医院［当］�○６２ ８８０１西 町整外科平田整形外科クリニック［当］
�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］�○７３ ４１８０（阿久根市）産婦・内科有村産婦人科・内科［当］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］２４

（水）
�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］２５

（木）
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］８

（月） �○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○６２ ０１７０栄 町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院［夜］２６

（金）
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］９

（火） �○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

２７
（土）

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１０
（水） �○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］１１
（木） �○６４ ２１０１太鼓橋内・消化器科友愛クリニック［当］

２８
（日）

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○６４ １３１３皮膚科わかすぎ皮フ科クリニック［当］�○６２ ８６００千本付内科楠元内科医院［夜］１２

（金） �○７２ ５００５（阿久根市）皮膚科山下ひふ科［当］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○７５ ０２００（阿久根市）胃腸・外科黒木胃腸科外科医院［当］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

１３
（土） �○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○８４ ２０２３仮 屋内科野田診療所［当］

１４
（日）

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○６２ ０００９広 瀬産婦・内科白男川ニック［当］
�○７２ ００３８（阿久根市）内・外科喜多医院［当］

２９
（月）

�○７３ １０５５（阿久根市）内・小児科上園医院［当］
�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
�○６８ ０６３３（阿久根市）小児科しみずこども医院［当］

３０
（火）

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１５
（月） �○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１６
（火） �○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６４ １５００鹿 島こどもクリニック永松［児夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１７
（水） �○６４ ８２６０六月田中整外科整形外科ばばぐちクリニック［当］

３１
（水）

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○６３ ８３００石坂・出水内・胃腸科しもぞのクリニック［当］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］１８

（木） �○７３ １７００（阿久根市）泌尿器・内科いまむらクリニック［当］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］１９

（金） �○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
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な
お
、
前
日
の　

日（
土
）に
は
、
都
内
で
、

１１

関
東
地
区
の『
ふ
る
さ
と
大
使
会
議
』を
開
催

し
、　

人
の
大
使
の
方
々
か
ら
本
市
に
対
す

１１

る
貴
重
な
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
新
た
に
出
水
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
任
命
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
方

◎
先　

崎　
　

一　

氏　
　

（
高
尾
野
地
域
出
身　

元
防
衛
庁
初
代
統

合
幕
僚
長
）

◎
小　

村　
　

勝　

氏

　
（
出
水
地
域
出
身　

司
法
書
士
）

　
　

月　

日（
土
）に
、『
東
京
高
尾
野
会
』が
、

１０

１１

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約　

人
が
参
加
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
、
市

８０

長
を
始
め
、
市
議
会
議
長
等　

数
名
が
参
加

１０

し
ま
し
た
。
会
場
内
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
、
参
加
者
一
同
終
始
笑
顔
で
懇
談
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
会
は
、
現
在
１
年
お
き
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
お　

礼
】

　

本
年
度
創
設
し
ま
し
た『
ツ
ル
と
歴
史
の

ま
ち
応
援
基
金
』に
、
こ
の
三
つ
の
会
の
会

員
お
よ
び
東
京
野
田
会
の
会
員
、
約　

人
の

１７０

方
々
か
ら
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第　

回
東
京
高
尾
野
会

20

　
　

月　

日（
日
）に
、『
関
東
ふ
る
さ
と
出

１０

１２

水
会
』が
、
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約　

人
が
参
加
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
、
市
長

１９０
を
始
め
、
市
議
会
議
長
等　

数
名
が
参
加
し

１０

ま
し
た
。
会
場
内
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
も
と
、
ふ
る
さ
と
出
水
の
話
や
近
況
報
告

な
ど
、
至
る
と
こ
ろ
で
出
水
弁
が
飛
び
交
い
、

ま
た
、
参
加
者
に
よ
る
歌
や
踊
り
等
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

第　

回
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会

22

　

昨
年
発
足
し
た『
関
西
出
水
会
』が
、　

月
１０

４
日（
土
）に
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
約　

人
の
参
加
が
あ
り
、
大
い
に
盛
り

１４０

上
が
り
ま
し
た
。
本
市
か
ら
は
、
市
長
を
始

め
市
議
会
議
長
等　

数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１０

　

二
〇
一
一
年
の
春
、
九
州
新
幹
線
が
全
線

開
通
す
る
と
、
新
大
阪
ま
で
４
時
間
を
切
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
当
会
を

通
じ
た
人
的
交
流
等
が
、
ま
す
ま
す
活
発
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
前
日
の
３
日（
金
）に
は
、
関
西
地

区
の『
ふ
る
さ
と
大
使
会
議
』を
開
催
し
、
５

人
の
大
使
の
方
々
か
ら
本
市
に
対
す
る
貴
重

な
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
新
た
に
出
水
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
任
命
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
方

◎
尾　

籠　
　

透　

氏

（
高
尾
野
地
域
出
身　

現
在
、
大
和
シ
ス

テ
ム
㈱　

常
勤
監
査
役
）

第
２
回
関
西
出
水
会



19 広報いずみ ２００８（平成２０年）１２/１号

フォトニュース ＨＯ
Ｔ！

ＨＯ
Ｔ！
 
フォトニュース ＨＯ

Ｔ！
 

19 広報いずみ ２００８（平成２０年）１２/１号

フォトニュース ＨＯ
Ｔ！

ＨＯ
Ｔ！
 
フォトニュース ＨＯ

Ｔ！
 

　
　

月　

日
、
少
林
寺
拳
法
薩
州
出
水
支
部

１０

２１

の
鳥
羽
瀬
智
仁
君（
出
水
中
央
高
２
年
・
写

真
中
央
）と
出
来
卓
也
君（
出
水
商
業
高
２

年
・
写
真
左
）が
市
長
室
を
訪
れ
、
２
０
０

８
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会（
岡
山
県
）へ
の

出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

鳥
羽
瀬
君
と
出
来
君
は
、
７
月　

日
に
鹿

２０

児
島
市
で
開
催
さ
れ
た
、
少
林
寺
拳
法
鹿
児

島
県
大
会
の「
組
演
武　

一
般
二
段
の
部
」に

出
場
。

　
「
組
演
武　

一
般
二
段
の
部
」は
、
高
校
生

か
ら
一
般
社
会
人
で
競
わ
れ
ま
し
た
が
、
見

事
に
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
鹿
児
島
県
代
表

と
し
て
、
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
県
立
出
水
工
業
高
校
の
生
徒

１０

２２

ら
６
人
が
市
長
室
を
訪
れ
、
第　

回
鹿
児
島

１４

県
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
の
優
勝
と

第　

回
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会

１６
（
大
阪
府
）へ
の
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

第　

回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競

１４

技
大
会
は
、
自
分
た
ち
で
設
計
、
製
作
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
を
操
縦
し
、
技
を
競
う
も
の
で
、

８
月　

日
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
、
県
内

３０

の
工
業
高
校
な
ど　

校　

チ
ー
ム
が
出
場
。

１６

２０

　

出
水
工
業
高
校
電
子
機
械
科
か
ら
は
、

「
軽
技
Ｍ
―
１
」と「
ク
レ
イ
ン
号
」の
２
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
見
事
、「
軽
技
Ｍ
―
１
」チ
ー

ム
が
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
で
の
優
勝
を
果
た
し
、

県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

自
作
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
全
国
大
会
へ

県
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

　

第
３
回
自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
決
勝

大
会
が
、　

月　

日
、　

日
の
両
日
行
わ
れ
、

１０

１２

１３

浦
窪
自
治
会
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
各
地
区
体
育
協
会
の
代
表

チ
ー
ム
と
前
年
度
の
優
勝
チ
ー
ム（
今
村
自

治
会
）の
計　

チ
ー
ム
が
参
加
。
試
合
は
、

１６

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
準
決
勝
・
決
勝
を
行
い
、
決

１３
勝
戦
は
、
西
之
口
自
治
会（
出
水
地
区
代
表
）

と
浦
窪
自
治
会（
江
内
地
区
代
表
）の
対
戦
と

な
り
ま
し
た
。
浦
窪
自
治
会
は
、
４
本
塁
打

を
放
つ
な
ど
確
実
に
得
点
を
重
ね
、
最
終
回
、

３
点
差
に
迫
る
西
之
口
自
治
会
を
下
し
、
初

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

第
３
回
自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
決
勝
大
会
を
開
催
！

浦
窪
自
治
会（
江
内
地
区
代
表
）が
制
す
！　
　
　
　

優　

勝　

浦
窪
自
治
会　
　

準
優
勝　

西
之
口
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位　

西
水
流
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
引
自
治
会
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月　

日
に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た「
第

１０

１１

　

回
九
州
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

２６ル
」に
出
場
し
た
西
出
水
小
学
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド（　

人
）の
黒
下
彩
歩
部
長（
６
年
）

５６

ら
が
、　

月　

日
、
市
長
室
を
訪
れ
、
同

１０

３０

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

を
渋
谷
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
、
８
月　

日
３０

に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た「
第　

回
鹿
児

２１

島
県
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で

金
賞
を
受
賞
し
、
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
、

九
州
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
初

出
場
。

　

初
め
て
の
九
州
大
会
出
場
で
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
　

月
１
日
、
八
代
海（
不
知
火
海
）の
風
物

１１
詩「
ケ
タ
打
瀬
漁
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
ケ
タ
打
瀬
漁
」は
、
鉄
製
の
つ
め　

本
を

２３

つ
け
た
ケ
タ
で
、
水
深　

�
〜　

�
の
砂
地

２０

３０

を
引
き
、
そ
れ
に
驚
い
た
ク
マ
エ
ビ
を
ケ
タ

の
後
方
に
取
り
付
け
た
網
で
捕
る
漁
法
で
、

船
は　

�
程
の
帆
を
３
本
〜
５
本
立
て
、
北

１３

風
を
受
け
て
進
み
ま
す
。

　

１
日
の
漁
獲
量
は
１
隻
当
た
り
５
�
〜　
１０

�
で
、
捕
れ
た
ク
マ
エ
ビ
は
、
焼
き
エ
ビ
な

ど
に
加
工
さ
れ
、
正
月
の
高
級
贈
答
品
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
船
は
、
高
齢
化
や
漁
獲
量
の
減

少
に
よ
り
、
現
在
は
、
５
隻
が
登
録
漁
船
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
、　

月
１１

１
日
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
県
ツ
ル
保
護
会
の
会
長
で
あ
る

渋
谷
市
長
が「　

季
連
続
で
の
万
羽
ツ
ル
に

１２

な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
ミ
ス
鶴
む
す
め
の
交
代
式
が
行
わ

れ
、
第　

代
鶴
む
す
め
の
井
川
恵
さ
ん
と
江

２２

波
利
恵
子
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雲
海
酒
造（
株
）の
川
越
隆
憲
工
場

長
か
ら
、
ツ
ル
の
え
さ
と
し
て
小
麦　

�
が

１０

贈
ら
れ
、
渋
谷
市
長
や
ミ
ス
鶴
む
す
め
ら
が

休
遊
地
に
え
さ
の
小
麦
を
ま
き
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
前
の
駐
車

場
で
紅
白
の
も
ち
投
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

九
州
大
会
で
金
賞
を
受
賞

「
ケ
タ 
打  
瀬  
漁 
」が
始
ま
る

う
た 

せ 

り
ょ
う

第２２代鶴むすめの井川恵さん（写真右）と第２２代鶴むすめの井川恵さん（写真右）と
江波利恵子さん（写真左）江波利恵子さん（写真左）
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　１０月１０日、ツル休遊地地権者会（船島惠会長・写
真中央）と鹿児島県ツル保護会（会長・渋谷市長）と
の平成２０年度ツル休遊地借り上げ確約書の調印式が、
市長室で行われました。
　借り上げ料は、１０�当たり４万円で、１４季連続で
同額となりました。

ツ
ル
休
遊
地

借
り
上
げ
確
約
書
に
調
印

　市立出水商業高校で、１１月２日、「第１２回出水商
業デパート」が開催され、多くの買い物客でにぎわ
いました。これは、実践的な商業教育として、生徒
がお店を運営するもので、会場には、日用品のほか、
県内外の特産品や電化製品など多くの商品が並べら
れ、生徒の「いらっしゃいませ」の元気な声が響いて
いました。

　１０月２２日、出水地区交通安全協会高尾野支部によ
る「電動カー・ミニバイク交通教室」が、高尾野工業
団地運動場で開かれました。当日は、電動カーとミ
ニバイクを所有する３３人が参加。会場には、ミニ信
号機が設置され、同支部のメンバーや出水警察署の
署員により、車両点検や信号機のある交差点での安
全な走行などを学びました。

高
尾
野
地
域
で
交
通
教
室
を

開
催

　第８回出水麓まつりが、１１月２日、出水小学校前
広場を中心に開催されました。これは、出水郷の第
３代地頭である「山田昌巖翁」をしのび行われたもの
で、出水麓街なみ保存会が企画。
　会場では、昌巖が出水 兵  児 訓育のために始めたと

へ こ

される「 児  請 」が再現されたほか、武者行列や伝統芸
ちご もうし

能や太鼓演奏などが披露されました。

第
８
回
出
水
麓
ま
つ
り

を
開
催

今
年
も
大
盛
況　
!!

　１０月２５日、鹿児島県運転技能向上センターで行わ
れた、「第４回交通安全高齢者自転車競技鹿児島県
大会」の団体の部で、出水地区チームとして出場し
た、出水地区交通安全協会野田支部チームの皆さん
が優勝しました。
　また、個人の部で竹林民男さんが第２位という優
秀な成績を収められました。

県
大
会
で
野
田
支
部

チ
ー
ム
が
活
躍

　市野田運動場で、１１月３日、「第２１回西日本オー
ルドカーフェスティバル」が開催されました。
　同フェスティバルは、鶴の町商工会等でつくる実
行委員会が主催。
　会場には、県内外から１９８８年以前に製造された懐
かしい車やビッグバイク約２５０台が集まり、訪れた
多くのファンや家族連れを楽しませてくれました。

約
２
５
０
台
が
集
結
！
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広告規格　■フルカラー・５４×８７��

広 告 料　■１枠１５，０００円（税込み）

　　　　　■５４×１７８��も可（この場合、３０，０００円

となります。）

掲載単位　■広報いずみ発行１回ごと

　　　　　■複数回にわたる掲載も可能です。

　このページは、地域の活性化と新たな自主財源の確保を

図るために、有料広告を掲載するページです。

　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してあります

ので、詳細な内容については広告主に直接、お問い合わせ

ください。
【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部政策経営室政経広報係
　　　　�０９９６�４０３４（直通）
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　税務署では、１１月４日（火）から、納税者の方からの電話による国税に
関する一般的な相談を、「電話相談センター」に集中化しています。
　税務署の代表電話におかけいただいた電話は、自動音声によりご案内
いたします。
　電話料金については、おかけになった税務署までの通話料金でご利用
いただけます。
　具体的な書類を確認する必要があるような個別的なご相談は、事前に
ご予約をいただいた上で、税務署の担当部門でお受けいたしています。
※詳しくは、最寄の税務署へお尋ねください。
問い合わせ先　出水税務署（��０２００）

税務課からのお知らせ
「電話による税務相談の集中化」について
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111111111111112222222222222212 月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（１１月１日現在：住民基本台帳）

２万４，１５４（＋ １）世 帯 数
５万７，３３９（－２０）人　　口
２万６，８４０（－１１）男
３万　４９９（－ ９）女

４５出　　生
４１死　　亡
１０４転　　入
１２８転　　出

（　）内は前月比

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局休日当番歯科医・当番薬局
１２月７日

（阿久根市）�○７３ ０５０８歯 科橋 口 歯 科 医 院
桜　　 町�○６２ ６０７０ひ ま わ り 薬 局

１２月１４日
中町（出水）�○６２ ２６３４歯 科塩 山 歯 科 医 院
仮　　 屋�○８４ ２８５６野 田 調 剤 薬 局

１２月２１日
八幡（出水）�○６３ ２３３０歯　 科橋 口 歯 科 医 院
東大野原�○６２ ９２９２メ ー プ ル 薬 局

１２月２３日
横　　 尾�○６３ １５５５歯　 科よしだ歯科クリニック
早　　 馬�○６７ ５００２マリン薬局米ノ津店
千 本 付�○６８ ７０００さ く ら ん ぼ 薬 局

１２月２８日
（阿久根市）�○７２ ０５５６歯　 科あ く ね 歯 科 医 院
太 鼓 橋�○８２ ５５５１め ぐ み 薬 局
表 郷 東�○６８ ５８２２い ず み 調 剤 薬 局

１２月３０日
表 郷 西�○６３ ４６１８歯　 科こ じ ま 歯 科 医 院

１２月３１日
表 郷 西�○６３ ４６１８歯　 科こ じ ま 歯 科 医 院
六月田中�○６７ ５２５３フ タ ヤ 薬 局
野添（出水）�○６３ ８８００Ｄ・ＭＬ五万石薬局

※特別天然記念物「ツル」展（クレインパークいずみ、

平成２１年３月３１日まで）

７日（日）�薩摩街道歴史ふれあいウォーク（午前７時

受付・米ノ津東小学校スタート）

　　　　�サンデーサイエンス（野鳥観察会）（午前９

時・下水流蛇淵川周辺）

１４日（日）�第３回市内地区対抗駅伝競走大会（午前８

時３０分開会・市内一円）

　　　　�サンデーサイエンス（午後２時・クレイン

パークいずみ）

２１日（日）�冬の自然まつり「正月を手作りで」（午前９

時・青年の家）

　　　　�第４９回南日本１０�・中学男子４�・女子３�

ロードレース大会（午前８時３０分受付・高

尾野川河川敷ジョギングコース）

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

日　時　１２月２１日（日）午前９時～正午（午前８時
３０分受付）

場　所　市青年の家（つどいの広場・本館）
　　　　※雨天時は屋内で実施します。
対象者　家族、友達同士などのグループ
　　　　（小学３年生以下は保護者同伴）
内容および定員
　自然の素材を使った創作活動
　●門　松（４０組）
　◆しめ縄（１５組）
　▼リース（和風・洋風）（合わせて２５組）
持ってくるもの（準備可能な人のみ）
　◎門松、和風リース……せん定ばさみ
　◎しめ縄……はさみ
参加料（材料代）
　◎門松：２００円　
　◎しめ縄、リース：１００円
申し込み方法　
１２月１７日（水）までに、市青年の家に電話または
ファックスでお申し込みください。
問い合わせ先
　市青年の家（��２１３５、ＦＡＸ�９４１７）

平成２０年度冬の自然まつり
「正月＆クリスマスを手作りで！」
～家族や友達と一緒に青年の家で冬を楽しもう～
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東
干
拓
は
、
ツ
ル
や
た
く
さ
ん
の

野
鳥
の
観
察
が
で
き
る
場
所
で
す
が
、

鳥
以
外
も
楽
し
め
ま
す
。

　

ツ
ル
の
監
視
所
の
前
の
用
水
路
に

は
、
ギ
ン
ブ
ナ
、
カ
マ
ツ
カ
、
メ
ダ

カ
、
オ
イ
カ
ワ
、
ボ
ラ
、
タ
イ
リ
ク

バ
ラ
タ
ナ
ゴ
な
ど
数
種
類
の
魚
が
い

ま
す
。
鳥
た
ち
の
餌
場
に
も
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

写
真
の
タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
は
、

繁
殖
期
に
は
オ
ス
の
体
色
が
バ
ラ
色

に
な
る
綺
麗
な
魚
で
す
が
、
繁
殖
力

が
強
く
、
ア
ブ
ラ
ボ
テ
と
の
競
合
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
ア
ブ
ラ
ボ
テ
の

生
息
域（
米
ノ
津
川
や
江
内
川
、
高

松
川
水
系
）へ
侵
入
し
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
た
い
魚
で
す
。
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　１１月２日に東京都で開催された「第１４回日本管楽合奏

コンテスト全国大会」で出水中央高校吹奏楽部が最優秀

賞を受賞し、同４日、鎌田和花部長（２年）らが、市長

室を訪れ受賞の報告をしました。

　同コンテストには、全国から一次審査を通過した１８

校が出場し、同校吹奏楽部は、４年連続での全国大会

出場。今年は、天野正道作曲の「瑜伽行中観－吾妻鏡異

聞－」を演奏し、２年連続で最優秀賞を受賞しました。

　また、顧問の福島玲士先生（写真後列右）は、指揮者

賞を受賞されました。

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続ででででででででででででででででででででででででででででででででで最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞ををををををををををををををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！２年連続で最優秀賞を受賞！

『今月の問題』
　世界に１５種類のツ
ルがいますが、一番
生息数の多いのは？　
Ａ　カナダツル

Ｂ　ナベツル

Ｃ　マナヅル　
☆答えはホームペー
ジか来月号で（先
月号の答えは、Ｃ
の目の斜め下にあ
るでした。）

タイリクバラタナゴ

　皆さんは、市中央図書館の２階に「出水市出水歴史民俗資料館」があ
ることをご存知ですか。
　出水歴史民俗資料館では、市指定文化財「 三  十  六  歌  仙  絵  扁  額 」をは

さん じゅう ろっ か せん え へん がく

じめ上場の旧石器時代の遺跡、縄文時代の貝塚古墳時代の埋蔵文化、
戦国時代を経て江戸時代・明治・大正・昭和までの幾多の資料を集め、
出水の歴史を研究し、紹介しています。
　中でも、「三十六歌仙絵扁額」は、天正５年（１５７７年）に島津義虎によ
って愛宕神社に奉納されたもので、九州でも最も古い絵馬の一つです。
絵馬は、狩野派周辺の絵師による作と推測され、中央と薩摩との関わ
りをうかがえる非常に重要な作品です。
　館内には、社会教育指導員が常駐していますので、お気軽に声をか
けてください。
　なお、１２月７日まで特別展「 郷  校 発足と昔の教科書展」を開催してい

ごう こう

ますので、ぜひご来館ください。
【利用案内】

○出水市本町３番１４号（中央図書館２階）
○電話　６３－０２５６
○開館時間
　　平日　午前９時～午後６時
　　土・日・祝日　午前９時～午後５時
○休館日　月曜日（祝日の場合次の平日）
　　　　　１２月２９日～１月４日
○入館料　無料

そうだ、歴史民俗資料館へ行こう！

市指定文化財「三十六歌仙絵扁額」

出
水
海
軍
航
空
隊

郷
校
発
足
と
昔
の
教
科
書
展


